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Ⅰ 工  程  管  理 
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（白紙） 
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 「工程管理（進度管理）」の方法 

 

１（工程管理（進度管理）の要領） 

工程管理（進度管理）は工事内容に応じた方式（バーチャート方式、ネットワーク方式等）に

より作成した実施工程表により管理するものとする。 

 

２（契約書に関する措置） 

この工程管理（進度管理）は、契約書第 19 条（工事の中止）、第 20 条（受注者の請求による工

期の延長）、第 22 条（賃金または物価の変動に基づく請負代金額の変更）、第 25 条（臨機の措置）、

第 26 条（一般的損害）、第 27 条（第三者に及ぼした損害）、第 28 条（不可抗力による損害）の規

定による発注者・受注者の協議において重要な資料となるので、実施に当たっては慎重に計画を

立て進ちょく状況を正しく把握するものとする。 

 

３（工事旬報） 

工事旬報は、旬日ごとに、工事監督員の承諾を得たものについて、１部を工事監督員に提出し、

他の一部は受注者が保管するものとする。 

工事旬報は別紙様式１によるものとする。 

 

４（工事月報） 

工事月報は原則として、月ごとに次の月の５日までに工事監督員に１部提出するものとする。

ただし、工事監督員が必要と認め報告を要求した場合はその都度提出する。 

工事月報は別紙様式２によるものとし、記載要領は次のとおりとする。 

 

 



 

－ 10 － 

様式－１ 

工  事  旬  報 

 

 

工 事 名                 受注会社名             

                     現場代理人名            

 

月 

 

日 

曜 

 

日 

予     定 実           施 

計 画 施 工 内 容 
計画どお 

り実施済 
変 更 実 施 内 容 天候 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

監 督 員 指 示 ・ 確 認 事 項  
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〔工事旬報〕記載要領 

 

① 記載欄が狭く、詳細に記載することが困難な場合には二欄にわたってもよい。また旬日分と

して用紙２枚を用いてもよい。 

② 最初の旬日分は「予定」欄のみ記載したものを１部提出する。 

③ 次の旬日分としては、最初の旬日分として提出されたものに「実施」欄に所定の事項を記載

したもの及び次の旬日分の「予定」欄のみ記載したもの、各々１部提出とする。 

④ 旬日分とは、着工日に関係なく各月の１日、10 日、20 日、30 日（31 日）の夫々の期間を原

則とする。 

⑤ 「監督員指示・確認事項」欄は、工事監督員が現場あるいは机上協議の際に指示・確認した

事項を記載する。 

⑥ 「天候」欄は、天候のほか必要に応じて気象状況（例えば風速・雨量等）をも記載する。 
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様式－２ 

工 事 月 報（ ○ 月 分） 

  

  

                    提出年月日           年  月  日 

工事名                受注会社名                   

                    現場代理人名                  
 

工種または細目 
進ちょく率 

備   考 
計 画 ％ 実 施 ％ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

工 事 全 体    

記事欄 
   

注：設計変更があった場合は二段書きとするものとし、変更前を上段の（ ）内に記載するもの

とする。 

  



 

－ 13 － 

〔工事月報〕記載要領 

 

① 記載欄が狭く、詳細に記載することが困難な場合には二欄にわたってもよい。また記載欄が

不足する場合は、複数枚で作成してもよい。 

② 「工種」区分は工事監督員と協議のうえ決定する。 

③ 「進ちょく率・計画」欄は施工計画における当該月までの予定進ちょく率を記入する。 

④ 「進ちょく率・実施」欄は当該月までの出来高率（出来形部分相当金額の率）を記入する。 

⑤ 設計変更等により、記載内容に変更が生じた月に限り、二段書きとする。その場合は、変更

前を上段に（ ）書きとする。 
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様式－２ 

工 事 月 報（ ○ 月 分）(記載例) 

  

  

                    提出年月日           年  月  日 
      道営○○○事業 

工事名   ○○地区 ○○工区工事  受注会社名    ○○株式会社         

                    現場代理人名   ○ ○ ○ ○        
 

工種または細目 
進ちょく率 

備   考 
計 画 ％ 実 施 ％ 

準 備 仮 設 
（ 80.0 ） 

66.3 

（ 70.0 ） 

61.3 
 

土     工 
（ 70.0 ） 

50.0 

（ 90.0） 

54.4 
 

護  岸  工 
（ 15.0 ） 

10.9 

（ 30.0 ） 

11.8 
 

橋  梁  工 
 

60.0 

 

70.0 
 

落  差  工 
 

45.0 

 

60.0 
 

そ の 他 作 工 
（ 40.0 ） 

32.0 

（ 30.0 ） 

24.0 
 

    

    

    

    

    

工 事 全 体 
（ 37.3 ） 

30.3 

（ 49.2 ） 

32.6 
 

記事欄 

注：設計変更があった場合は二段書きとするものとし、変更前を上段の（ ）内に記載するもの

とする。 

 


